
  

 

                        

北 練 馬 151 152 ○

田 柄 283 293 ○

練 馬 117 118 ○

桜 台 259 261 ○

豊 玉 140 139 ○

春 日 260 254 ○

高 松 177 169 ○

貫 井 179 170

土 支 田 285 272 ○

南 田 中 138 137 ○

大 泉 東 135 131

学 園 250 254 ○

西 大 泉 204 208 ○

泉 176 154 ○

石 神 井 台 200 200 ○

上 石 神 井 160 158

旭 町 光 が 丘 200 198 ○

北 事 業 所 723 742 ○

石 神 井 117 116 ○

谷 原 台 176 180 ○

関 町 186 194 ○

新 大 泉 95 87 ○

早 宮 188 183 ○

中 村 232 231 ○

富 士 見 台 208 192 ○

新 豊 玉 136 127 ○

北 大 泉 98 93 ○

南 事 業 所 464 473

練馬支部全体 5951 5952

秋の月間
目標達成

分会 1/1現勢 11/1現勢

 

①
じ
ん
肺
診
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
案
の
修
正
を
求
め
る
請
願
署
名
（
群
２
枚
・

５
人
連
記
） 

②
「
従
来
の
健
康
保
険
証
を
復
活
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
署
名
（
群
３
枚
・
５
人
連
記
） 

「♪公園の緑は その葉落としはじめて カバンの
中に一枚そっと着地した 神様が僕らにくれた 何か
の切符みたいだ」（Mr.children「秋がくれた切符」） 
１０月下旬から１１月上旬は秋から冬へと移ろい、
この歌詞の通り赤や黄に色づいた木の葉が散り出し
ます。ひらひらと落ちた１枚に風情を…。感じられぬ
ほど東京土建練馬支部の仲間は組合員を増やす「秋の
拡大月間」、建設職人の技術・技能のアピールをはじ
め、組合のさまざまな取り組みを地域住民に知らせる
「第４９回住宅デー」に追われていました。活動中は

脇目も振らず、“その先”が見通せなかったかもしれ
ません。紛れもなく、私たちは次へとつながる“切符”
を手に入れていました。 
【秋の月間目標２０９人達成  

組合のメリット生かしつつ仲間の輪を広げ】 
 ２カ月にわたった秋の拡大月間中、練馬支部は目標
を２０９人と設定。高松は分会機関紙で改めて制度内
容を紹介、桜台はこまめに事業所との対話を重ねたこ
とで入社情報を取りこぼさず、早宮は東京土建が立ち
上げた「東京建築カレッジ」に関心寄せる仲間を迎え
入れなどと、各分会は最後の最後まで仲間を求めて加

入対象者への訪問、電話掛けに明け暮れてようやく到
達を築きました。 
「なぜあなたは東京土建に入ったか」。理由を聞い
たら、やはり東京土建国保や労災保険などの“メリッ
ト”でした。自分でその良さを実感し、職場の仲間や
友人らに伝える。こうした“好循環”が加入申込書の
記入、提出へとつながることを忘れてはなりません。 
１１月１日現在の組合員数は５９５２人、今年１月
より１人増。辛うじてプラスに。もっと上昇させるに
は「東京土建」の知名度をもっと上げましょう。 
【住宅デー“名物”の包丁研ぎは今年も待望の声  

区内２５会場で大盛況】 
 そんな狙いに合ったイベント「住宅デー」が１１月
８日、分会センターや公園などの練馬区内２５カ所で
行われました。昨年は朝から冷たい雨が降っていたこ
とで、規模縮小を余儀なくされた分会もありました
が、今年は打って変わって朝から晴天に。あらかじめ
支部事務所にも問い合わせが相次いだ包丁研ぎは受
付時間中、ひっきりなしに依頼者がやって来て、研ぎ
手は休む間もなく注文に応えていました。職人技の披
露はとどまるところを知らず。住宅相談はもちろん、
ワイヤーロープの編み方、建設業のノウハウを生かし

た防災グッズの展示、子どもや大人向け工作教室、
“代々受け継がれている秘伝”のレシピによる焼きそ
ばやたこ焼き…。分会の中には地域の団体もブースを
出展し、にぎわいに一役買ってくれました。 

 東京土建の財産はまさに“人”、そして“地域”。仲

間や住民から「頼り頼られる」ことが組合の強みであ

り、この関係の強化がますます求められます。 

建設業は長年「重層下請け構造」により下位業者・一人親方まで正当な賃金・報酬が行き
渡らず、中には各都道府県の最低賃金すれすれの状態も。 
改正建設業法が全面施行され、来月で１年を迎えます。賃金・単価の引き上げや長時間労
働是正などの処遇改善を求める“よりどころ”を手に入れ、建設業で働く私たちは「歴史的
転換点」と喜び合いました。さらに今年９月。自治体発注の工事や業務委託に賃金・報酬下
限額を設け、「働く人たちに適正な賃金を直接支払う」ことを義務付ける公契約条例の制定を
巡り、吉田健一・練馬区長は議会で「検討を進めてまいります」と表明しました。検討組織
が立ち上がり、四半世紀にわたり訴えてきた“夢”の実現に向け、一歩ずつ前進しています。 
ただ、こうしたルールを作っても“使い勝手”が良くなければ「絵に描いた餅」。では、何
をすべきか。“現場の声”を拾い集め、建設業の実態を行政や議会などに訴えることです。以

下のアンケートにご協力ください。 
①「暮らしと仕事」実態要求アンケート（１１～１２月の群会議で取り組み） 
例年通り、平均月収や生活実感、賃金・単価引き上げ交渉の有無などを聞き、仲間の置か
れた状況や要望を集約。賃金討議（分会・群で実施）を経て、今後の要求運動へつなげます。
アンケート用紙は今月の群会議で全員に配布。データの精度を高めるためにも、受け取った
らぜひ回答してください。 
②建設業における一人親方の働き方に関する調査ウェブアンケート（締切：１１月２７日） 
国土交通省は「一人親方の処遇改善の取り組みを検討するための基礎資料」として、全国
の一人親方や個人事業主らを対象にアンケートへの協力を求めています。調査は１０月から
ス 
 

☆
訂
正
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

 
 

裏
面
「
当
面
の
予
定
」
で
組
織
部
会
の
日
に
ち
を
間
違
え
ま
し
た
。
正

し
く
は
１
１
月
３
０
日
（
月
）。
練
馬
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
『
群
の
仲
間
』
や
「
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
は
修
正
済
み
で
す
。 

 

田
柄
出
身
の
真
打
が
語
る
“
練
馬
の
未
来
”
区
民
要
求
実
現
練
馬
集
会 

    他
の
保
険
よ
り
優
位
だ
か
ら
伝
え
た
い 

 

自
転
車

保
険 

 
 

東
京
土
建
の
自
転
車
保
険
は
自
転
車
事
故
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
人
賠
償
責
任

の
補
償
も
充
実
。
例
え
ば
賃
貸
住
宅
で
水
漏
れ
を
起
こ
し
、
階
下
居
住
者
に
損

害
を
与
え
た
場
合
は
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
間
掛
金
は
個
人
型
が
２
５
０

０
円
、
家
族
型
が
４
５
０
０
円
。
新
規
加
入
は
毎
月
２
３
日
（
休
日
の
場
合
、

そ
の
前
の
金
曜
）
が
締
め
切
り
で
す
。
一
方
で
、
加
入
者
に
は
更
新
案
内
を
送

付
中
。
口
座
登
録
者
は
６
月
１
２
日
（
木
）
に
振
替
。
現
金
更
新
者
は
６
月
６

日
（
金
）
ま
で
に
練
馬
支
部
事
務
所
へ
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

①
税
金
は
く
ら
し
の
拡
充
に 

戦
争
準
備
の
軍
拡
は
中
止
し
て
、
憲
法
、
平
和
、

い
の
ち
、
く
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め
る
請
願
書
名 

②
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の
見
直
し
お
よ
び
負
担
軽
減
措
置
の
延
長
を
求

め
る
要
請
署
名 

       

秋の拡大

住宅デー 

財
務
省
宛
て
ハ
ガ
キ
要
請
行
動 

締
切
は
１
１
月
１
９
日
（
木
） 
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に
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内
を
送
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。
口
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登
録
者
は
６
月
１
２
日
（
木
）
に
振
替
。
現
金
更
新
者
は
６
月
６

日
（
金
）
ま
で
に
練
馬
支
部
事
務
所
へ
納
め
て
く
だ
さ
い
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☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

①
税
金
は
く
ら
し
の
拡
充
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戦
争
準
備
の
軍
拡
は
中
止
し
て
、
憲
法
、
平
和
、

い
の
ち
、
く
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め
る
請
願
書
名 

②
適
格
請
求
書
等
保
存
方
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見
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し
お
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負
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軽
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の
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を
求

め
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請
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「
国
の
金
庫
番
」
財
務
省
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
１
１
月
が
集
約
。
建
設

国
保
を
は
じ
め
、
業
種
ご
と
に
組
織
さ
れ
る
国
保
は
国
や
都
道
府
県
の
補
助
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
私
た
ち
が
補
助
金
の
確
保
を
求
め
続
け
な
け

れ
ば
、
容
赦
な
く
カ
ッ
ト
さ
れ
る
恐
れ
も
。
ま
だ
ハ
ガ
キ
を
群
の
役
員
に
出
し

て
い
な
い
仲
間
は
必
ず
ペ
ン
を
執
り
、
東
京
土
建
国
保
の
必
要
性
を
訴
え
て
く

だ
さ
い
。 

  

【
日
時
・
場
所
】
１
１
月
２
５
日
（
水
）
午
後
６
時
４
５
分
（
６
時
１
５
分
開
場
）・

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル
【
参
加
要
員
】
分
会
２
人
（
２
号
動
員
） 

※
練
馬
区
田
柄
出
身
の
真
打
・
春
風
亭
一
蔵
さ
ん
が
「
私
た
ち
が
求
め
る
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
た
り
、
落
語
を
披
露
し
た
り
す
る
ほ
か
、
同
集
会
実
行
委
員

会
に
よ
る
「
練
馬
区
に
対
す
る
要
求
と
そ
の
回
答
や
、
懇
談
の
概
要
報
告
」
も
。 

住宅デーの会場で包丁を研ぐ泉分会の仲間。 

同分会はこの日、約５０本の注文を受け付け 

スタート。この間「上位会社から勧められた」東京土建の仲間も。設問には国交
省への要望も含まれていることから、「実効性ある政策を」要求しましょう。回

答は右のコードからもできます。所要時間は「１５分程度」。締め切りは１１月
２７日（金）午後６時です。詳しくは群配布のチラシをご覧ください。 

各種アンケート 

協力のお願い 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
声
を
世
界
へ 

非
核
都
市
ね
り
ま
平
和
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未
提
出
者
３
割  

就
業
実
態
調
査
を
早
急
に
済
ま
せ
よ
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今
年
度
の
調
査
対
象
は
個
人
事
業
所
の
事
業
主
、
個
人
事
業
所
の
従
業
員

（
厚
生
年
金
未
加
入
者
）
、
一
人
親
方
で
す
。
１
０
月
３
０
日
現
在
、
申
告
書

や
業
種
確
認
書
類
の
提
出
者
は
１
２
５
人
（
提
出
率
６
８
・
３
％
）。
未
提
出

者
は
３
割
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
新
年
度
の
資
格
確
認
書
な
ど
を
交
付
で
き

ず
、
最
悪
の
場
合
は
来
年
４
月
１
日
付
で
東
京
土
建
国
保
脱
退
、
再
加
入
も
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
早
急
に
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
練
馬
支
部
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

た防災グッズの展示、子どもや大人向け工作教室、“代々受け継がれている秘伝”のレシピ

による焼きそばやたこ焼き…。分会の中には地域の団体もブースを出展し、にぎわいに一
役買ってくれました。 
 東京土建の財産はまさに“人”、そして“地域”。仲間や住民から「頼り頼られる」こと
が組合の強みであり、この関係の強化がますます求められます。 
 

【
日
時
・
場
所
】
１
１
月
２
２
日
（
日
）
午
前
１
１
時
～
午
後
８
時
・
コ
コ
ネ

リ
ホ
ー
ル
３
階 

入
場
無
料 

※
「
生
命
」
を
テ
ー
マ
に
広
島
、
長
崎
、
福
島
を
描
き
続
け
る
画
家
・
山
内
若

菜
さ
ん
の
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
午
後
１
時
５
分
～
３
時
）
も
開
催
。 



   

 

年 11

＊支部事務所における各種お手続きの入出金対応時間は 9時～16時となります。 

11/18、12/1 のいずれも午後は書記局会議、11/27 は終日書記

局研修のため、支部事務所を閉めさせていただきます。ご協力

よろしくお願いします。 

組合活動 会議関係 その他

16 月
❶主任書記研修

17 火
❷主任書記研修

18 水
定例国会行動 後六役会議

書記局会議：午後支部閉館

19 木
納入日 総がかり行動
区内元請企業懇談　　共済推進行動

税金部会兼学習会

20 金
予算要求集会 後継者

21 土
青年部会・新歓

22 日

23 月

24 火
本部登録
社保税駅宣

労対

25 水
練馬区懇談/区民要求実現練馬集会

26 木
組織財政検討委員会

27 金
書記局研修：一日支部閉館

28 土
練馬労連大会

29 日
女性の会チームラボ＆BBQ フードバンク

後継者活動者会議

30 月
憲法平和/組織

組合活動 会議関係 その他

1 火
書記局会議：午後支部閉館
仕事

中執

2 水
四役

3 木
定例国会行動 常任

4 金
執行委員会

5 土

6 日
城北B･PALの会ＢＢＱ決起（池袋）
日曜健診・大泉生協

城北B四役研修

7 月
教宣

8 火
3・13重税反対実行
委員会「学習会」

9 水
憲法駅宣

10 木
分会発送日 六役会議 女性の会フラダンス

11 金
脱原発駅宣

12 土
分会執行委 会館清掃（予）

13 日
分会執行委

14 月
無料法律相談 労働局監査１３時～

15 火
女性の会城北B
（練馬支部会館)

16 水

12月

11月

▼11～12月は共済推進強化月間▼ 
☑家計に優しくて「幅広い保障」 どけん火災・地震共済                                
 豪雨、地震…今年もこれまでに各地で自然災害による人や

物への被害が相次ぎました。１１月２日、国の災害対応の“司

令塔”防災庁が発足。公助の充実が求められますが、細野豪

志防災相は「国難級の災害なら限界がある」と自助の重要性

も訴えています。「万一への備え」と言われて水や食料、簡

易トイレなどが思い浮かびますが、復旧のための資金は確保

していますか。 

 損害保険大手は天災が頻発、激甚化していることで、ここ

数年保険料を引き上げています。対してどけん火災・地震共

済は掛け金を極力抑えており、制度創設以来の基本「被災後

の生活再建や幅広い保障内容」もぶれていません。 

火災・地震共済はいずれも加入できるのが組合員はもちろ

ん、組合員と同一生計で二親等以内の親族が所有している住

宅や家財。火災の年間掛け金は構造が木造等なら３０００

円、鉄筋１５００円からそれぞれ申し込め、その保障額の上

限は５００万円です。一方で、地震の年間は木造等７６００

円、鉄筋４６００円から受け付け。保障額上限は２００万円

です。なお、地震による火災はどけん火災共済の保障対象外。

地震共済だけの加入は認められず、火災と併せて申し込んで

ください。詳しくは練馬支部事務所へ。 

☑自転車事故以外も“使える”保険 土建の自転車保険  
年間掛け金は家族型４５００円、個人型２５００円。自転

車運転中の単独、対人事故は言うまでもありませんが、「個

人賠償責任保険」も付いており、「飼い犬が他人をけがさせ

た」「アパートで階下や隣室への水漏れ」なども

補償されます。この保険は“日常生活に潜む危

険”からあなたをガード。未加入者はぜひパンフ

レット（コード）をご覧ください。 

☑来年１月から掛金を平均４．２５％引き上げ 自動車共済  
東京土建の自動車共済を取り扱う関東自動車共済協同組

合は今年１月に掛け金を見直しました。ところが、その後「修

理費の上昇が想定を超えている」と再改定。２０２７年１月

の新規契約、更新分から平均で４．２５％引き上げます。加

入者は同組合より更新案内が送付。必ず確認してください。 

☑組合総合共済の申請は所属する群でお願いします   

今年４月の練馬支部定期大会でも確認しましたが、傷病見

舞金や慶弔金などの組合総合共済の申請書は所属する群、毎

月の群会議で提出してください。また受け取ったら、分会・

群役員は「群受付印」「分会長承認印」への押印、もしくは

サインを忘れずに。ただ、「病状を知られたくない」などと

事情を抱えたケースも。これは例外として、群や分会を経ず

に支部事務所で受け付けますが、申請者には群提出の意義を

しっかり伝えます。 

▼あっ！という間に年末、年度末▼ 

☑学習会「税務調査の対応について（実践編）」              

【日時・場所】１１月１９日（木）午後７時３０分～・ 

練馬支部会館 参加無料 

※税務調査の前提は他でもない「確定申告」。毎年１月１日

から１２月３１日までの１年間で生じた「もうけ（収入－必

要経費）」に対してかかる税金（所得税）を自分で計算し精

算する手続き。医療費控除や初年度の住宅取得控除のほか、

個人事業主や事業所の従業員で予定納税（前年の所得税が一

定額を超えたら、その年の税金の一部をあらかじめ納める制

度）があれば対象です。 

※この学習会は税務調査に精通した税理士（元税務署員）を

講師に迎え、今年度の税制改正ポイントのほか、調査の連絡

が届いた時の心構え、その後の対応などを解説します。 

☑年末調整個別サポート                   

【日時・場所】１２月２２日（火）、２４日（木）、１月７日

（木）いずれも午前１０時～１１時３０分、午後１時３０分

～２時３０分、２時３０分～３時３０分・練馬支部会館 

法人事業所は「特別税対部費」として会費１万円必要 

※年末調整は従業員を雇用している給与支払者が毎月給与

から天引きしている源泉所得税の過不足金額を

精算し、正しい所得税額を確定させるための手

続き。今年度も各種改定が行われ、扶養家族の収

入確認項目なども増やされて例年より時間がか

かることから早めの準備を。申し込みは群配布のチラシ、上

のコードから。昨年の参加者には案内を送付しています。 

☑注意 システム障害により税務業務遅延         

今年９月以降、全国の国税局と税務署を結ぶ専用ネットワ

ークでシステム障害が発生。オンライン・窓口を問わず、納

税証明書の発行をはじめ、各種業務が混乱しています。通常

より手間が掛かっていることから、注意してください。 

☑２０２７年版組合員手帳（１冊４１０円）販売中         
予定表だけではありません。さまざま制度の説明も記載さ

れ、この１冊があれば“向かうところ敵なし”。 

☑とは言えちょっと一服も 名刺交換＆リフレッシュ交流会                 
【日時・場所】１１月２９日（日）午後１時４５分集合・ 

豊島園 庭の湯（西武線「豊島園駅」から徒歩２分） 

【対象】事業主や一人親方を中心に（先着４８人） 

【参加費】２０００円（入浴・軽食付き） 

▼困ったことがあれば練馬支部へ▼ 

☑次回の「無料法律相談（弁護士対応）」              
【日時】１２月１４日（月）午後３～５時【内容】仕事からプライベート 

まで何でも個別相談【場所】支部会館【申込】支部担当者へ 


